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■
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
ま
ち
へ

　
「
こ
ん
に
ち
は
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

か
」。

　

こ
の
よ
う
な
少
し
前
ま
で
当
た
り
前
だ

っ
た
近
所
付
き
合
い
が
、
い
つ
の
間
に
か

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
齢
化
社
会

の
現
在
、
多
く
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

が
不
安
な
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
孤
立
し
た
高
齢
者
が
周
囲
に
気

付
か
れ
る
こ
と
な
く
亡
く
な
る
と
い
う

「
孤
独
死
」、
体
力
・
活
動
意
欲
の
低
下
や

人
間
関
係
の
喪
失
な
ど
が
原
因
で
起
こ
る

「
閉
じ
こ
も
り
」
が
社
会
問
題
化
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
中
間
市
で
は
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん（
見
守
り
隊
）の
協
力

で
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
組
織
し
、
見
守
り
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

■
見
守
り
隊
と
は

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
町
内
会
連
合
会
、
公
民

館
連
絡
協
議
会
な
ど
の
団
体
か
ら
選
ば
れ

登
録
さ
れ
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
で
す
。

　

見
守
り
を
希
望
す
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
に
、「
お
元
気
で
す
か
」「
お
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
っ
た
、
あ
い
さ

つ
程
度
の
声
か
け
、
新
聞
や
郵
便
物
が
た

ま
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た
安
否
確
認
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

異
変
や
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
町

内
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
社
会
福
祉

協
議
会
に
連
絡
、
相
談
を
し
、
市（
介
護

保
険
課
）と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
状
況

の
確
認
と
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
安

心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
見
守
り
隊
は

必
ず
「
見
守
り
隊
員
証
」
を
携
帯
し
て
活

動
し
ま
す
。

中間市の状況
（平成 22 年４月１日現在）

総人口 45,577人

世帯数 19,999世帯

65 歳以上人口 13,382人

75 歳以上人口 6,585人

高齢化率 29.2％

ひとり暮らし高齢者数 3,510人

高齢者のみ世帯数 6,515世帯

「ひとり暮らし高齢者等見守りネットワーク事業」が
７月から始まりました。

中間市

○老人クラブ
　連合会

○町内会連合会

○社会福祉協議会
○民生委員・
　児童委員協議会

○公民館
　連絡協議会

○民生委員・
　児童委員協議会

見守り隊

見守り
声かけ

連携

連携

活動支援

支援

支援
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中間市のひとり暮らし高齢者数の推移

複数の団体が見守っている高齢者がいる一方で、
だれからも見守られていない高齢者がいるとい
うことがないよう、意志の統一を図り、ネット
ワークを結びます。これにより、それぞれの団
体が持つ情報を集約し、見守りの必要な高齢者
を確実に見守っていくことができるのです。

中間市ひとり暮らし高齢者等見守りネットワーク組織図

あなたのそばに
～高齢者が安心して暮らせるまちをめざして～
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見守りにより次のような効果が考えられます。
○地域にコミュニティが復活する
○防犯にも効果がある
○�団地である場合、「安全・安心のまちづくり」という点で
団地の付加価値が上がる
○�見守りによる安心感から、団地の入居者が増える
○�元気高齢者が見守りを実施する場合、社会活動に参加す
る機会が増えることにより、自らの健康を保つことがで
きる（閉じこもり・認知症の防止）

ひとり暮らし高齢者を見守ることの意義

市内に居住している、おおむね 65歳以上の
ひとり暮らしの高齢者を対象に見守りを行っています。
申し込みは、随時受付を行っています。
費用はかかりませんので、まずは相談してください。
●申込・問合先　介護保険課
　☎（２４６）６２７８

声かけなどの訪問の際
に、見守り隊が必ず携
帯している「見守り隊
員証」。

■
見
守
り
が
も
た
ら
す
も
の

　

見
守
り
の
第
一
の
目
的
は
孤
独
死
防
止

で
す
。
二
次
的
な
効
果
と
し
て
、
閉
じ
こ

も
り
や
認
知
症
に
な
り
が
ち
な
独
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

維
持
す
る
た
め
の
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
が
連
帯
し
て
地
域
全

体
で
高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
が
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
再
生
に
貢
献
す

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
高
齢

者
が
、
社
会
の
中
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し

続
け
て
い
く
た
め
の
見
守
り
を
、
一
握
り

の
人
間
の
力
で
ま
か
な
う
こ
と
は
到
底
不

可
能
で
す
。
将
来
的
に
は
、
向
こ
う
３
軒

両
隣
で
の
関
係
を
密
に
し
た
地
域
の
力
を

も
っ
て
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

放置

見守りや
声かけ

ひとり暮らし
高齢者

社会との
つながり

社会から
孤立

元
気
高
齢
者

閉
じ
こ
も
り

認
知
症

そ
の
笑
顔
を
、

い
つ
ま
で
も
守
り
た
い

3 ●Nakama City Public Relations
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保険料
（ 年　額 ）

（ 年　額 ）

所得割額
被保険者

均等割額

52,213円

最高限度額

50万円総所得金額等
－33万円（基礎控除） 9.87％

所得割率×＝ ＋

（現役世代の負担）

病院などに支払う
国：県：市町村 ⇒ ４：１：１

自己負担額
支援金 約４割 約１割

公費（税金） 約５割

医療費総額
医療給付費

＋ この約 1割分を、被保険者の
みなさんの保険料で負担して
いただくことになります

・保険料は、県内どの地域でも同じ基準で算定されます。	
・保険料は、加入者一人ひとりにかかります。保険料率（被保険者均等割額、所得割率）は２年ごとに見直され、次回は平成24年度に改定されます。
※総所得金額等とは、前年中の ｢公的年金収入－公的年金等控除｣ ｢給与収入－給与所得控除｣ ｢事業収入－必要経費｣ などの合計額で、各種所得控除前
の金額です。
◎公的年金収入のみの人で、年金額が153万円以下の場合は、所得割はかかりません。

平成 21 年中の所得の届出に基づき、平成 22 年度の保険料額を決定しました。
７月中旬に被保険者（加入者）のみなさんへ「平成 22 年度後期高齢者医療保険料額決
定通知書」をお送りします。

保険料のしくみ
保険料は、平成21年中の所得金額と世帯の状況（平成22年４月１日時点の世帯。75歳になる人、福岡県外からの転入
者などはその時点を基準）を基に、本算定を行い決定します。

後期高齢者医療制度
●保険料の算定に関するお問い合わせは…　後期高齢者医療制度コールセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎０９２（６５１）３１１１
●保険料の徴収方法に関するお問い合わせは…　健康増進課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（２４６）６２４６
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■
平
成
22
年
度
の保

険
料
の
軽
減
措
置

●
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

　

平
成
22
年
度
で
は
、
平
成
21
年
度
の
保

険
料
軽
減
措
置
と
し
て
「
被
保
険
者
均
等

割
額
の
９
割
、
8.5
割（
※
）、
５
割
、
２
割

軽
減
」
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

※
原
則
は
「
７
割
軽
減
」
で
す
が
、
特
例

措
置
に
よ
り
「
8.5
割
軽
減
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
所
得
割
額
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下（
公
的

年
金
の
み
の
場
合
、
収
入
額
で
211
万
円
以

下
）の
人
は
、
所
得
割
額
が
５
割
軽
減
と

な
り
ま
す
。

●
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

日
ま
で
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶

養
者
」
だ
っ
た
人
は
被
保
険
者
均
等
割
額

が
９
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
管
掌
保
険
、
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
船

員
保
険
、
共
済
組
合
を
指
し
ま
す
。

●
保
険
料
の
減
免
制
度

　

災
害
や
失
業
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
保

　

険
料
が
減
免
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
健
康
増
進
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
が

　

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
平
成
22
年
７
月

31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い
被

保
険
者
証（
水
色
）は
、
７
月
下
旬
に
、
中

間
市
役
所
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合

は
、
通
常
よ
り
短
い
有
効
期
限
の
被
保
険

者
証
を
窓
口
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に
か
か
る

と
き
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
は
、
平

成
23
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証

が
届
か
な
い
場
合
は
、
健
康
増
進
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
８
月
か
ら
自
己
負
担
割
合
が

　

変
更
に
な
り
ま
す

　

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
は
、
１
割
ま
た
は
３
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
基
に
、
８
月

か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
自
己
負

担
割
合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
は
、
原
則
１
割
で
す
が
、

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
人

の
市
町
村
民
税
課
税
所
得
が
145
万
円
以
上

で
あ
る
場
合
に
は
、
３
割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
町
村
民
税
課
税
所
得
が

145
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
①
ま
た

は
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、
中
間
市
役
所

健
康
増
進
課
へ
申
請（
※
）す
れ
ば
１
割
負

担
と
な
り
ま
す
。

①
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上
の

場
合
…
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の

収
入
合
計
額
が
520
万
円
未
満

②
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み
の

場
合（
次
の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
に
該
当
）

Ａ
…
本
人
の
収
入
が
383
万
円
未
満

Ｂ
…
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
人
の
収
入
合
計
額
が
520
万
円
未

満
※
申
請
す
れ
ば
１
割
負
担
に
変
更
で
き
る

人
に
は
、
す
で
に
６
月
に
個
別
連
絡
し
て

い
ま
す
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

　

認
定
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
、
使
用
中
の
減
額
認
定
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
人

で
、
平
成
22
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
世
帯
の
人
に
は
、
８
月
１
日
か
ら
の
新

し
い
減
額
認
定
証
を
７
月
下
旬
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
人

で
、
新
た
に
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

健
康
増
進
課
で
の
申
請
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

印
鑑
、
被
保
険
者
証

※
収
入
額
な
ど
を
証
明
す
る
も
の（
非
課

税
証
明
書
な
ど
）や
入
院
期
間
が
確
認
で

き
る
も
の
な
ど
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

均等割額
の

軽減割合

軽減後の均等割額
（年額）

同一世帯内の被保
険者および世帯主
の軽減対象所得金
額の合計額

平成
21 年度

平成
22 年度

９割軽減 5,093 円 5,221 円

「33 万円（基礎控
除額）」以下で、「被
保険者全員が年金
収入 80 万円以下
で、そのほか各所
得がない」

8.5（７）割
軽減 7,640 円 7,831 円 「基礎控除額」以下

５割軽減 25,467円 26,106 円

「 基 礎 控 除額＋
24.5 万円×被保険
者（世帯主を除く）
数」以下

２割軽減 40,748円 41,770 円
「基礎控除額＋ 35
万円×被保険者
数」以下

※軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年均等収入の場合、
「公的年金等収入－公的年金等控除－15万円」となるなど、例外があります。
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Information
からのお知らせ市

●問合先　環境保全課
☎（２４５）５３００生ごみ処理機助成金を交付します

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減

量
化
と
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

中
間
市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機

を
購
入
さ
れ
る
人
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
次
の
条
件
を
満
た
す

人
で
す
。

○
中
間
市
に
住
所
が
あ
り
、
現

に
住
ん
で
い
る
人

○
市
内
に
容
器
を
設
置
で
き
る

場
所
を
有
し
、
ま
た
は
使
用

し
管
理
し
て
い
る
こ
と

○
堆
肥
化
さ
れ
た
も
の
を
自
家

処
理
で
き
る
こ
と

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●助成金対象生ゴミ処理機

生ごみ処理容器
（EM菌使用・
バケツ型・屋内）

生ごみ処理容器
（コンポスト・コンポ
エース・屋外）

電動生ごみ処理機
（屋内・屋外）
乾燥型も含む

助 成 額

１個につき
1,000円
（ただし、１個1,000
円未満の場合は購
入金額）

購入金額の
２分の１の額
（促進剤豊穣元も含
む。ただし、上限
額3,000円）

購入金額の
２割の額1,000円
未満切り捨て
（ただし、上限額
20,000円）

助 成 数 １世帯につき
２個まで

１世帯につき
１基

１世帯につき
１基

申請時に
必要なもの

○�申請者宛の領収書（販売店発行のもので、品目・メー
　カー・型番・個数が記入されたもの）
※レシートおよびレシートの領収書は不可。
○印鑑（認め）
○申請者名義の銀行の通帳 コンポスト

生ごみ

コンポスト

生ごみ

●問合先　総務課
☎（２４６）６２３２平成 22 年度　中間市職員採用試験

●
職
種
・
採
用
予
定
人
数

○
一
般
事
務
職
Ａ
…
４
人

○
一
般
事
務
職
Ｂ
…
１
人

○
一
般
事
務
職
Ｃ
…
２
人

○
消
防
職
…
…
…
…
２
人

○
看
護
師
…
…
…
…
３
人

○
作
業
療
法
士
…
…
１
人

●
申
込
受
付
期
間　

　

８
月
２
日
月
～
20
日
金

※
受
験
申
込
書
お
よ
び
案
内
書

は
、
７
月
９
日
金
か
ら
総
務
課

人
事
給
与
係（
市
役
所
２
階
）で

お
渡
し
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

○
一
般
事
務
職
Ａ
…
昭
和
58
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
一
般
事
務
職
Ｂ
…
昭
和
62
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
（
た
だ
し
、
４
年
制
大
学
の

卒
業
者
お
よ
び
卒
業
見
込
み

の
人
は
除
く
）

○
一
般
事
務
職
Ｃ
…
昭
和
52
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
58
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
（
た
だ
し
、
平
成
22
年
６
月

末
ま
で
に
民
間
企
業
な
ど
で

の
職
務
経
験
を
３
年
以
上
有

す
る
人
）

○
消
防
職
…
昭
和
58
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
看
護
師
…
昭
和
45
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

○
作
業
療
法
士
…
昭
和
50
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

※
看
護
師
と
作
業
療
法
士
は
、

免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は
平

成
23
年
３
月
ま
で
に
行
わ
れ

る
国
家
試
験
で
、
免
許
を
取

得
す
る
見
込
み
の
あ
る
人
が

条
件
で
す
。

●
受
験
で
き
な
い
人　

地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
人

●
試
験
期
日
・
場
所（
一
次
試
験
）

○
期
日
…
９
月
19
日
日

○
場
所
…
福
岡
県
立
中
間
高
等

学
校（
朝
霧
五
丁
目
１
‐
１
）
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Topic ＆ Information
中間市都市計画

マスタープランができました

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１

　中間市では、平成 11 年に都市計画マスタ
ープランを策定しています。その後の少子
高齢化やライフスタイルの変化、多様化す
るまちづくりのニーズへの対応とともに、
環境問題や効率的・効果的なまちづくりに
むけた都市計画の変遷を踏まえ、平成 20 年
度、21 年度で改定を行い、このたび完成し
ました。
　下記のとおり閲覧および配布を行ってい
ますので、ご利用ください。
　なお、配布は、概要版のみとなります。
●閲覧および配布場所
　情報公開コーナー、都市整備課
○中間市ホームページ
　http://www.city.nakama.fukuoka.jp

　中間市では、基本的な計画や条例の意思
決定過程での市民参加の機会を広げ、市民
と行政の協働によるまちづくりを推進する
ためにパブリックコメントを実施し、広く
市民のみなさんから意見をいただいていま
す。
　平成 21 年度の実施状況について、次のと
おりお知らせします。
　なお、実施内容の詳細などは情報公開コ
ーナー、市のホームページでご覧ください。

　移動献血車がやって来ます。慢性的に生
血が不足していますのでご協力ください。
● 日 時　７月 20 日火・午後 12 時 30 分
～４時

●場 所　市役所正面玄関横

●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）６２７０

●問合先　都市整備課☎（２４６）６２６１

平成 21 年度
パブリックコメント制度の運用状況

Information

●
問
合
先　

市
立
病
院 　
　
　
　

☎
（
２
４
５
）
０
９
８
１

中
間
市
立
病
院
パ
ー
ト
職
員
を
募
集

　

次
の
と
お
り
パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

透
析
業
務
が
で
き
る
人
、
夜
間
勤
務

が
で
き
る
人
を
急
募
し
ま
す
。

●
募
集
職
種　

①
看
護
師
、
②
准
看
護

師
、
③
薬
剤
師

●
応
募
資
格　

資
格
を
有
す
る
50
歳
未

満
の
人

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
事
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
。

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
勤
務
時
間　

相
談
に
応
じ
ま
す

※
③
は
、
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
の
午
前

９
時
～
午
後
１
時
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

●
賃

金

①
…
１
時
間
１
、０
０
６
円

②
…
１
時
間
968
円

③
…
１
時
間
１
、５
０
０
円

※
夜
間
看
護
手
当
の
支
給
制
度
が
あ
り

ま
す
。

●
募
集
期
間　

７
月
12
日
月
～

●
申
込
方
法　

写
真
貼
付
の
履
歴
書
、

資
格
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
問
合
先　

消
防
署

☎
（
２
４
５
）
０
９
０
１

甲
種
防
火
管
理
講
習
会

　

防
火
管
理
の
概
要
、
火
気
管
理
、
施

設
・
設
備
の
維
持
管
理
、
訓
練
・
教
育

な
ど
に
関
す
る
講
習
で
す
。

●
期

日　

９
月
８
日
水
～
９
日
木

●
場

所　

筑
豊
ハ
イ
ツ

　
（
飯
塚
市
仁
保
８
‐
30
）

●
受
付
期
間　

８
月
２
日
月
～
20
日
金

●
受
講
料　

６
、０
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
申
込
書
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
財
団
法
人
日
本
防
火
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.n-bouka.or.jp/

●
問
合
先　

介
護
保
険
課

☎
（
２
４
６
）
６
２
８
２

中
途
視
覚
障
害
者
へ
の
歩
行
訓
練

を
実
施
し
ま
す

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
視
覚
障
害
者

●
訓
練
内
容　

歩
行
訓
練
士
な
ど
が
自

宅
を
訪
問
し
、
歩
行
訓
練（
手
引
き

歩
行
・
白
杖
歩
行
）や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
訓
練（
点
字
・
パ
ソ
コ
ン
）

な
ど
を
実
施

●
訓
練
期
間　

週
１
回
で
３
か
月
～
６

か
月
程
度

●
募
集
人
員　

１
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
面
接
な

ど
に
よ
り
緊
急
度
の
高
い
人
を
優
先
し

ま
す
。

●
訓
練
料　

無
料

●
申
込
先　

介
護
保
険
課

●問合先　総務課☎（２４６）６２７１

献血にご協力ください

実施件数 意見提出者数 意見提出件数

８件 22人 96 件
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ま ち の
わ だ い

このコーナーでは楽しいイベントや
地域の話題などをお届けします。

毎年恒例となっている曲川の清掃が行われ、ボランティ
ア団体や企業など 200人を超える参加者が集まりました。
参加者は、蓮花寺交差点付近から親水公園までの曲川河
川敷と沿道を清掃。川をきれいにしたいという思いから、
川の中に入ってごみを拾ったり、自転車を引き上げたり
するなど、みなさん一生懸命な姿を見せてくれました。

地域の力できれいなまちへ
５月 30 日・曲川清掃

「世界そげなこと講座」と名した国際講座が中央公民館
で開かれました。今回の講師は、在福岡アメリカ領事館
政治・経済担当領事のマーク・Ｓ・ディーカーさん。日
米関係を構築した人物を紹介したディーカーさんは「日
米関係は幅広く深い。相互理解が２国間の結びつきを
強めます」と参加者に語りかけました。

日米関係とその人物像を学んだ
６月 16 日・世界そげなこと講座

国際ソロプチミスト中間の貞末浩子会長、永井悦子副会
長、丸小野忍奉仕委員長が、吉田孝教育長を訪ね、図書
カードを寄贈しました。貞末会長らは「将来ある子ども
たちのために、学校図書の充実に役立ててほしい。感性
豊かな子どもに育ってほしいので、広く利用してほしい
です」と話しました。

将来ある子どもたちのために
６月３日・国際ソロプチミスト中間が図書カードを寄贈
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独立行政法人国際協力機構が、アジア・アフリカ・中
近東などの開発途上国や東欧諸国にボランティアを派
遣し、それぞれの技能を活かして各国の国づくり、人づ
くりに貢献している「ＪＩＣＡボランティア」に、安部和
弘さん（長津二丁目）が選ばれました。安部さんは、青
年海外協力隊としてケニアに派遣され、虐待を受けた
女性や孤児を支援するソーシャルワーカーとして活動し
ます。身体に気をつけてがんばってきてください。

海外でもがんばってください
平成 22 年度ＪＩＣＡボランティア

中間市公民館連絡協議会は、昭和 36年に発足し、今年
で 50年を迎えました。「結成 50年を機に、全町内公民
館の連携を深めよう」をテーマに、公民館大会が行われ、
功労者表彰などが実施されました。大会後は、結成 50
年を記念し中央公民館入口横に作られた記念碑の除幕
式。当日はあいにくの天気でしたが、多くの人に見守ら
れながら行われました。記念碑が姿を現すと多くの拍
手が沸き起こりました。

地域の拠点作りに50年
６月 20 日・第 50 回中間市公民館大会

宗像フィルハーモニー管弦楽団所属の弦楽四重奏者に
よる出前コンサートが北小学校で開催されました。第１
バイオリン・第２バイオリン・ビオラ・チェロで演奏さ
れるクラシックやテレビアニメ音楽に興味深げに聴き入
っていた子どもたち。ヴァイオリンの演奏体験も行われ、
緊張した面持ちでヴァイオリンに触れていました。貴重
な時間を過ごした子どもたちは、音楽のすばらしさを感
じることができたのではないでしょうか。

音楽に触れた時間
６月４日・出前コンサート

５月25日に松下俊男市長から審査請求を受けた中間市
政治倫理審査会（会長�中尾寿子さん）が、意見書を提
出しました。

政治倫理の確立のために
６月 25日・資産等報告書等意見書を提出

市長、副市長および市議会議員から提出された「資産等報告書等」（市長
以外は税等の納付状況報告書）と今回提出された意見書を閲覧できます。
●閲 覧 期 間　６月 29 日から５年間（閉庁日を除く）
●閲 覧 場 所　総務課（市役所本館２階）
●閲 覧 時 間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
※意見書は、中間市のホームページでも閲覧できます。
●問 合 先　総務課文書法制係　☎（２４６）６２３２
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はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

●問合先　ボランティアセンター☎（２４６）２１８４

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
！

　

大
量
生
産
・
大
量
消
費
、
大
量
廃

棄
の
結
果
、
毎
日
多
く
の
ご
み
が
排

出
さ
れ
て
い
る
現
在
、
中
間
市
の
ご

み
の
量
は
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
も
え
る
ご
み
の
量

は
１
、
２
３
７
万
３
、
３
０
０
㎏
で
、

20
年
度
の
１
、２
７
０
万
300
㎏
と
比

較
す
る
と
、
32
万
７
、０
０
０
㎏
の

減
量
成
果
を
あ
げ
、
654
万
円
の
ご
み

処
理
経
費
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
も
え
る
ご
み
を
１
ト
ン

２
万
円
で
北
九
州
市
に
焼
却
委
託
し
、

処
理
費
と
し
て
１
年
に
２
億
５
千
万

円
近
く
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
さ
ら
な
る
ご
み
の

減
量
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

■
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
分
別
収
集

は
、
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を

焼
却
処
分
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
資

源
ご
み
と
し
て
分
別
す
る
こ
と
で
リ

サ
イ
ク
ル
に
ま
わ
す
と
い
う
目
的
が

あ
り
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
と
し
て
扱
わ

れ
る
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

と
ビ
ン
カ
ン
の
袋
で
出
し
た
資
源
ご

み
は
、
新
し
い
製
品
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　

分
別
す
る
こ
と
も
、
ご
み
減
量
の

取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

●問合先　環境保全課☎（２４６）６２６５

■
ご
み
減
量
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

●
拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
ま

し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
食
品
ト
レ
イ
、

紙
パ
ッ
ク
は
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

●
買
い
物
袋
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
は

断
り
ま
し
ょ
う

　

買
い
物
に
行
く
際
は
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
し
た
り
、
一
度
も
ら
っ
た

レ
ジ
袋
を
何
度
も
使
用
し
た
り
し

ま
し
ょ
う

●
生
ご
み
を
出
す
際
は
水
を
切
っ
て

出
し
ま
し
ょ
う

　

生
ご
み
に
は
水
分
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
の
で
水
切
り
を
行
う
だ
け

で
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
市
で
は
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
し
た
人
に
対
し
、
購
入

金
額
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い

●
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
廃
品
回
収

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

廃
品
回
収
で
出
さ
れ
た
も
の
は
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
の
で
、
地
域

の
活
動
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●
家
庭
用
廃
食
用
油
回
収
を
利
用
し

ま
し
ょ
う

　

３
、６
、９
、12
月
の
第
２
日
曜
日
に

地
域
の
公
民
館
で
、
廃
食
用
油
回

収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
使
用
済
み

の
天
ぷ
ら
油
な
ど
は
少
し
ず
つ
溜

め
て
、
回
収
を
行
っ
て
い
る
公
民

館
に
持
ち
込
み
ま
し
ょ
う

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金
化
の

誘
い
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
新
聞
、
雑
誌
な

ど
で
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
枠
を
現
金
化
し
ま
す
」
と
い
っ

た
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
当
座
の
お
金
に
困
っ
た
カ
ー

ド
利
用
者
に
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
勧

誘
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
の
６
月
18
日
か
ら
貸
金
業
法
の

規
制
強
化
の
影
響
で
、
被
害
が
増
え
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
の
仕
組
み

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
枠
で
ほ
と
ん
ど
価
値
の
な
い
商
品
を

購
入
さ
せ
て
、
そ
れ
を
業
者
が
買
い
取

る
こ
と
で
、
消
費
者
に
現
金
が
渡
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
で
い
く
ら
か
の
現

金
を
手
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
カ
ー
ド

の
代
金
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
利
用
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に

違
反
す
る
行
為
で
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
自
身
も
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

NO
悪
質
商
法

　民謡は、古くから日本人に歌い継がれてきた民
族音楽です。庶民に親しまれてきた、この伝統文
化を後世に伝えようと、私たちは活動しています。
土手ノ内二区公民館で毎週木曜日に練習していま
す。依頼があれば、老人ホームへの慰問演奏のほ
かに、学童保育所へも訪問し、演奏のみならず和
楽器の紹介などを行っています。民謡を多くの子
どもたちにも知ってもらいたいと思っています。
みなさん、一緒に楽しみませんか。

健声会（民謡）

平成22年度のもえるごみ搬入量は、対21年
度比５％の減量を目標にしています。ごみ
の減量化・資源化にご協力をお願いします。

22 年度 21 年度 差（22 年度－ 21 年度） 減量率

５　月 1,098,990㎏ 1,153,610㎏ △ 54,620㎏ 4.7％

累　計 2,096,960㎏ 2,173,430㎏ △ 76,470㎏ 3.5％

もえるごみ搬入量状況
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ペ
タ
ン
ク
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
し
て
、
ニ

ュ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
「
ペ
タ
ン
ク
」

の
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期
日
・
場
所

○
７
月
27
日
火
・
底
井
野
小
学
校

体
育
館

○
７
月
28
日
水
・
中
間
東
小
学
校

体
育
館

○
７
月
29
日
木
・
中
間
小
学
校
体

育
館

○
７
月
30
日
金
・
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー

○
８
月
３
日
火
・
中
間
南
小
学
校

体
育
館

○
８
月
４
日
水
・
中
間
西
小
学
校

体
育
館

●
時

間　

午
後
７
時
～

●
持
っ
て
く
る
も
の　

運
動
で
き

る
服
装
、
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
２
４

～
お
子
さ
ん
の
幸
せ
を
願
っ
て
～

就
学
前
教
育
相
談
を
開
催

　

中
間
市
教
育
委
員
会
で
は
、
心

や
身
体
の
発
達
に
心
配
が
あ
る
お

子
さ
ん
の
現
在
の
状
態
を
正
し
く

理
解
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
の
能

力
や
適
性
が
十
分
に
伸
ば
せ
る
よ

う
に
、
就
学
前
の
子
を
持
つ
保
護

者
を
対
象
に
教
育
相
談
を
行
い
ま

す
。

　

個
別
に
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

８
月
24
日
火
、
25

日
水
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分

※
順
番
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
場

所　

市
役
所
３
階
・
第

１
会
議
室

●
申
込
締
切　

７
月
30
日
金

●
相
談
内
容

〇
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
に
関
す

る
こ
と

〇
入
学
に
関
す
る
こ
と

●
申
込
・
問
合
先　

学
校
教
育
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
２
２

第
53
回
福
岡
県
県
民
体
育

大
会
秋
季
大
会
参
加
者
募
集

　

中
間
市
の
代
表
と
し
て
、
第
53

回
福
岡
県
県
民
体
育
大
会
秋
季
大

会
の
「
陸
上
競
技
」
に
出
場
す
る

選
手
を
募
集
し
ま
す
。

●
期

日　

９
月
19
日
日

●
場

所　

小
郡
市
陸
上
競
技

場（
小
郡
市
大
保
444
）

●
申
込
期
限　

７
月
30
日
金

※
種
別
や
種
目
、
参
加
資
格
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
２
４

身
体
障
害
者
（
児
）・

戦
傷
病
者
巡
回
相
談

●
期

日　

８
月
10
日
火

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
２
時（
診
察
・
検
査
開
始

時
間
は
午
前
10
時
～
）

●
相
談
内
容　

肢
体
不
自
由
の
補

装
具
の
新
規
支
給
・
再
支
給
・

修
理
の
要
否
判
定
、
処
方
お
よ

び
適
合
判
定

※
電
動
車
い
す
、
重
度
障
害
者
用

意
思
伝
達
装
置
は
相
談
の
み
で
、

判
定
は
行
い
ま
せ
ん
。
座
位
保
持

装
置
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

※
眼
科
検
診
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
耳
鼻
咽
喉
科（
聴
覚
障
害
な
ど
）

の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
聴
力
検
査
や
耳
鼻
咽
喉
科
医

師
の
診
察
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
補
聴
器
の
補
装
具
費
の
支

給
・
再
支
給
・
修
理
の
要
否
判
定

は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
診

断
書
の
作
成
は
行
い
ま
せ
ん
。
最

寄
り
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
指

定
医
師
に
作
成
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　

印
鑑
、
身

体
障
害
者
・
戦
傷
病
者
の
手
帳

※
補
装
具
再
支
給
の
場
合
は
、
前

回
支
給
の
補
装
具
。
補
装
具
修
理

の
場
合
は
、
修
理
が
必
要
な
補
装

具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
者
本
人
が
必
ず
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

介
護
保
険
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
８
２

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と

遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

親
子
で
自
由
に
遊
べ
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
く
る
り
広
場
に

は
、
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
遊

び
に
来
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
な

人
は
、
一
緒
に
遊
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
広
場
で
の
親
子
遊
び
体
験
を

受
け
付
け
ま
す
。

●
期

間　

７
月
22
日
木
以
降

の
月
曜
、火
曜
、木
曜
、金
曜
日
・

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
の
間

で
２
時
間
程
度

●
場

所　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
く
る
り
広
場
）

●
対
象
者　

中
学
生
～
大
学
生

※
男
女
問
わ
ず
、
１
日
２
～
３
人

程
度
。

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
５
）５
５
５
７

くらしの

情報
くらしの

情報

有
料
広
告
欄
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就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の

中
学
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
由
で
就
学
を
猶
予

ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
な
ど
に
、

中
学
校
を
卒
業
し
た
人
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
認
定
試
験
を
行
い
、
合
格
者

に
高
等
学
校
入
学
資
格
を
与
え
る

も
の
で
す
。

●
受
験
資
格

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
ま
た
は
就

学
義
務
猶
予
免
除
を
さ
れ
て
い
た

人
で
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、

か
つ
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
に
満
15
歳
に
達
す
る
人
で
、

そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中

学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を

得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科

学
大
臣
が
認
め
た
人

③
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

16
歳
以
上
に
な
る
人（
①
お
よ

び
④
に
掲
げ
る
人
を
除
く
）

④
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

15
歳
以
上
に
な
る
人

●
試
験
日
時　

11
月
２
日
火
・
午

前
10
時
～

●
試
験
場
所　

吉
塚
合
同
庁
舎

●
受
付
期
間　

８
月
20
日
金
～
９

月
７
日
火
・
当
日
消
印
有
効

※
出
願
書
類
の
郵
送
を
希
望
す
る

人
は
、
角
型
２
号
の
返
信
用
封
筒

（
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
を
明

記
し
、
200
円
切
手
を
貼
付
）を
同

封
し
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
願
書
請
求
・
問
合
先　

福
岡
県

教
育
庁
教
育
振
興
部
義
務
教
育

課
学
事
係（
〒
812
‐
８
５
７
５
福

岡
市
博
多
区
東
公
園
７
‐
７
）

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
９
０
９

第
11
回
ゆ
か
い
な
農
園

入
門
講
座
を
開
催

　
「
Ｅ
Ｍ
で
元
気
な
家
庭
菜
園
」

を
テ
ー
マ
に
、
ゆ
か
い
な
農
園
入

門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　

７
月
23
日
金
・
午

後
２
時
～
４
時

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
講

師　

松
田
和
也
さ
ん

　
（
Ｅ
Ｍ
普
及
会
）

●
定

員　

60
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　

中
間
市
社
会

福
祉
協
議
会

　

☎（
２
４
４
）１
２
３
０

　

ＦＡＸ（
２
４
４
）１
２
３
２

家
庭
介
護
介
助
者

養
成
講
座

●
対
象
者　

家
庭
介
護
を
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
家
庭
介
護
に

つ
い
て
学
び
た
い
人

●
期
日
・
場
所

○
８
月
29
日
日
、
９
月
５
日
日
…

豊
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
ど
り
の

里（
み
や
こ
町
豊
津
２
１
７
４

‐
１
）

○
９
月
11
日
土
、
25
日
土
…
豊
前

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
豊
前

市
大
字
吉
木
955
）

○
９
月
12
日
日
、
26
日
日
…
ア
ク

シ
ス
玄
海（
宗
像
市
深
田
588
）

○
10
月
31
日
日
、
11
月
７
日
日
…

中
間
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
11
月
13
日
土
、
27
日
土
…
コ
ス

メ
イ
ト
行
橋（
行
橋
市
中
央
一

丁
目
９
‐
３
）

○
11
月
14
日
日
、
28
日
日
…
宮
司

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
福

津
市
宮
司
浜
二
丁
目
15
‐
１
）

●
募
集
定
員　

各
コ
ー
ス
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
締
切　

各
コ
ー
ス
開
催
日

の
２
日
前

●
申
込
・
問
合
先　

麻
生
教
育
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社

　

☎
０
９
２（
４
８
２
）７
０
０
６

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
親
子
ま
た
は

こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
親
子
を
対
象

に
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

●
日

時　

８
月
３
日
火
・
午

後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
１

時
～
）

●
場

所　

福
岡
県
宗
像
総
合

庁
舎（
宗
像
市
東
郷
一
丁
目
２

‐
１
）

●
内

容　

犬
の
し
つ
け
方
に

つ
い
て
、
知
り
た
い
こ
と
、
困

っ
て
い
る
こ
と
を
講
習
と
モ
デ

ル
犬
の
実
技
を
通
じ
て
対
処
法

な
ど
を
説
明
し
ま
す

※
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
定

員　

親
子
15
組（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
講

師　

福
岡
県
動
物
愛
護

推
進
員（
家
庭
犬
し
つ
け
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
申
込
締
切　

８
月
２
日
月

●
申
込
先　

福
岡
県
宗
像
・
遠

賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

自
衛
官
な
ど
採
用
試
験
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

航
空
学
生
、
看
護
学
生
、
一
般

曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
、
防

衛
大
学
校
学
生
の
試
験
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

７
月
23
日
金
・
午

後
６
時
～
８
時

●
場

所　

中
央
公
民
館

●
志
願
票
受
付
期
間

○
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、

自
衛
官
候
補
生
…
８
月
１
日
日

～
９
月
10
日
金

○
看
護
学
生
、
防
衛
大
学
校
学
生

…
９
月
６
日
月
～
10
月
１
日
金

●
問
合
先　

芦
屋
地
域
事
務
所

　

☎（
２
２
３
）０
９
８
１

有
料
広
告
欄

◆契約料金
　１契約につき
　一口30,000円×3ヵ月＝
　　　　　　　　90,000円

※１契約は最低３ヵ月からとなります。

◆契約料金
　１契約につき
　一口30,000円×3ヵ月＝
　　　　　　　　90,000円

※１契約は最低３ヵ月からとなります。

広報なかまでは、
事業所の有料広告を募集しています。
広報紙で会社をＰＲしてみませんか。

広報なかまに
有料広告を掲載しませんか？
広報なかまに
有料広告を掲載しませんか？

■問合先
中間市役所　総務課広報広聴係
〒809‐8501
福岡県中間市中間一丁目１‐１
☎ 093（246）6271・ ℻ 093（245）5598
mail: koho@city.nakama.fukuoka.jp

６か月以上のご契約の場合、契約料金の割引があります

中間
市内

全戸
配布

診断技士のいる診断技士のいる

であなたの家の屋根
お調べします！！
であなたの家の屋根
お調べします！！

福岡県瓦商工組合加盟店
一級技能士事務所

（社）全瓦連瓦屋根診断技士 98-400001田中瓦店
☎０９３-２４４-２４５２●住所／中間市岩瀬1丁目11番28号（JR中間駅前）

０１２０‐７６６６‐２６

診断技士が瓦・下地・くぎ打ち状況など細かく診断します。
ちょっとみてもらおうかな？と思ったらお電話ください。

検索田中瓦店
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〇日時…８月７日土、20日金、26日木・午
後３時～５時（前日まで窓口で予約受付・受
付時間は月曜日～金曜日の午前９時～午後
５時・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…８月11日水・午前10時～午後４時
（受付は午後３時まで）
●問合先　総合まちづくり課☎（２４６）２０１７

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…８月７日土、20日金・午後３時～
５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

〇日時…毎月第１～４火曜日・午後１時～
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分～３時30分…ハピネスなかま
●問合先　介護保険課☎（２４６）６２８２

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）３５１５

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

あなたが納得のいく生き方ができるようお
手伝いします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時
●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）７８０１

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所 介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館 2 階）

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所 ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権のまちづくりセンター）

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数
、

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
募
集

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
募
集
は
ポ
イ
ン
ト
方
式

と
し
て
、
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅

環
境
な
ど
の
困
窮
状
況
を
点
数
化

し
、
点
数
の
高
い
所
帯
か
ら
あ
っ

せ
ん
し
ま
す
。

●
募
集
す
る
住
宅　

福
岡
県
内
に

所
在
す
る
県
営
住
宅

●
申
込
期
間　

７
月
20
日
火
～
28

日
水

※
７
月
28
日
の
消
印
ま
で
有
効
。

●
申
込
書
配
布
場
所（
７
月
20
日

か
ら
配
布
し
ま
す
）

〇
中
間
市
役
所
案
内（
本
館
１
階
）、

都
市
整
備
課
、
東
部
出
張
所

〇
住
宅
供
給
公
社
北
九
州
管
理
事
務

所（
八
幡
西
区
西
曲
町
２
‐
１
）

●
問
合
先　

福
岡
県
建
築
都
市

部
県
営
住
宅
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
７
３
９

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
祭
「
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
日　

11
月
15
日
月

●
場

所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ

（
大
野
城
市
曙
町
二
丁
目
３
‐
１
）

●
参
加
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
人

●
練
習
日
程　

月
２
～
３
回
程
度

※
主
に
土
曜
・
日
曜
日
の
午
後
１

時
30
分
～
３
時
。

●
練
習
場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

●
定

員　

約
100
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
料　

月
１
、０
０
０
円

　
（
指
導
料
・
楽
譜
代
含
む
）

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
ね
ん

り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
実
行

委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
２（
５
８
４
）１
４
０
１

労
働
時
間
等
見
直
し

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
正

　

平
成
22
年
４
月
１
日
に
「
労
働

時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
の

目
標
設
定
を
検
討
す
る
ほ
か
、
労

使
の
話
し
合
い
の
機
会
に
、
年
次

有
給
休
暇
の
取
得
状
況
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
取
得
率
向
上
に
向

け
た
具
体
的
な
方
策
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
各
企
業
で
、

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
に
向

け
て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
労
働
局
労
働

基
準
部
監
督
課

　

☎
０
９
２（
４
１
１
）４
８
６
２

民
間
企
業
な
ど
の
職
務
経
験
者

対
象
の
福
岡
県
職
員
採
用
試
験

●
受
験
資
格　

昭
和
50
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
22

年
６
月
末
日
現
在
に
、
民
間
企

業
な
ど
で
職
務
経
験
を
５
年
以

上
有
す
る
人

※
日
本
国
籍
で
は
な
い
人
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
人
、
現

に
福
岡
県
職
員
の
人
は
除
き
ま
す
。

●
試
験
区
分
・
採
用
人
数　

行
政

事
務
・
15
人
程
度

●
第
１
次
試
験　

９
月
５
日
日

●
受
付
期
間　

７
月
20
日
火
～
30

日
金

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込

み
は
７
月
27
日
火
ま
で
で
す
。

〇
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/

●
問
合
先　

福
岡
県
人
事
委
員

会
事
務
局

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
９
５
６

資
源
の
再
利
用
の
た
め
に

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
環
境
保
護

の
立
場
か
ら
、
古
い
電
話
帳
の
回
収

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
電
話

帳
を
配
達
の
際
、
古
い
電
話
帳
を
配

達
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
渡
せ
な
か
っ
た
と
き
は
、

後
日
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０（
５
０
６
）３
０
９
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中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

口
の
健
康
状
態
が
悪
い
と
生

活
習
慣
病
が
悪
化
す
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か

　
「
あ
な
た
の
歯
は
何
本
あ
り
ま
す

か
」。
昨
年
度
、
集
団
健
診
会
場
で

受
診
者
355
人
に
実
施
し
た
歯
周
病

健
診
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質

問
項
目
で
す
。
結
果
は
、
約
25
％

の
人
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
質
問
で
は
、

次
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

○
口
の
健
康
で
困
っ
て
い
る
こ
と

第
一
位
…
食
べ
物
が
歯
と
歯
の

間
に
は
さ
ま
る

　

第
二
位
…
口
臭
が
あ
る

　

第
三
位
…
硬
い
も
の
が
食
べ
に

く
い
、
歯
や
歯
並
び
な
ど
の
外

観
が
気
に
な
る

○
生
活
習
慣
に
つ
い
て

　

第
一
位
…
食
後
に
必
ず
歯
を
磨

く
わ
け
で
は
な
い

　

第
二
位
…
歯
の
定
期
健
診
を
受

け
た
こ
と
が
な
い

　

第
三
位
…
満
腹
に
な
る
ま
で
食

べ
る

○
治
療
中
の
病
気
に
つ
い
て

　

第
一
位
…
高
血
圧
症

　

第
二
位
…
歯
周
疾
患

　

第
三
位
…
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症

　

以
上
の
よ
う
に
、
健
診
に
来
て

い
る
人
で
さ
え
、
口
の
健
康
は
見

過
ご
し
が
ち
で
、
自
覚
症
状
が
あ

る
の
に
受
診
治
療
を
し
て
い
な
い

人
も
多
く
、
口
の
健
康
を
守
る
習

慣
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
は
言
い

が
た
い
結
果
で
し
た
。

■
歯
周
病
が
も
た
ら
す
も
の

　

口
の
中
の
細
菌
は
、
ネ
バ
ネ
バ

物
質（
歯し

こ
う垢
）を
作
り
、
歯
と
歯
ぐ

き
の
境
目
に
付
き
ま
す
。
こ
れ
が

出
す
毒
素
で
歯
ぐ
き
が
炎
症
を
起

こ
し
、
時
間
と
と
も
に
硬
く
な
り

歯
石
に
な
り
ま
す
。
毒
素
で
歯
の

根
を
支
え
る
あ
ご
の
骨
が
溶
け
て

歯
が
ぐ
ら
つ
い
た
り
、
最
後
に
は

抜
け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
病
気
の

こ
と
を
歯
周
病
と
い
い
ま
す
。
ま

た
、
喫
煙
者
は
歯
周
病
に
な
り
や

す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
単
に
「
歯
」
だ
け
の

問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
原
因

で
あ
る
細
菌
が
血
管
か
ら
体
中
に

侵
入
し
、
血
栓
が
で
き
や
す
く
な

り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
重
度
の
歯
周
病
に
か
か

る
と
動
脈
硬
化
に
な
る
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
血
糖
値

を
調
整
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き

を
妨
げ
、
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
ま

す
。
も
と
も
と
糖
尿
病
の
人
は
免

疫
力
が
低
下
し
、
歯
ぐ
き
の
炎
症

が
起
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
よ
く
噛
ん
で
食
べ

た
り
、
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
を
用
い

て
歯
垢
を
取
り
除
い
た
り
す
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
か
か
り
つ
け
歯

科
医
で
、
専
門
的
に
歯
垢
や
歯
石

を
取
り
除
き
、
歯
周
病
を
防
ぐ
こ

と
で
血
糖
値
を
改
善
、
糖
尿
病
の

悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
肝
心
で
す
。

■
お
口
の
健
診
を
受
け
ま
せ
ん
か

　

今
年
度
か
ら
40
歳
、
50
歳
、
60

歳
の
節
目
年
齢
の
人
に
「
お
口
の

健
診
」
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者

に
は
個
別
に
案
内
通
知
を
行
っ
て

い
ま
す
。
申
し
込
み
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
こ
の
機
会
に
受
診
し
、

健
康
管
理
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

併
せ
て
、
特
定
健
診
や
が
ん
検

診
の
受
診
も
お
勧
め
し
ま
す
。

■
は
じ
め
に

　

は
る
か
昔
の
時
代
か
ら
、
糖

尿
病
の
歴
史
は
、
合
併
症
と
の

闘
い
の
歴
史
と
い
っ
て
も
よ
い

と
思
い
ま
す
。

　

近
年
イ
ン
ス
リ
ン
が
発
見
さ

れ
、
現
在
で
は
急
性
合
併
症
で

命
を
落
と
す
こ
と
は
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

慢
性
合
併
症
は
、
三
大
合
併

症
に
代
表
さ
れ
る
網
膜
症
、
腎

症
、
神
経
障
害
に
加
え
て
、
脳

梗
塞
や
心
筋
梗
塞
と
五
つ
の
合

併
症
が
有
名
で
す
が
、
ほ
か
に

も
重
要
な
合
併
症
が
あ
り
ま
す
。

■
第
六
の
合
併
症
は
歯
周
病

　

歯
周
病
は
糖
尿
病
の
人
に
生

じ
や
す
く
、
重
症
化
し
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
て
、
あ
る
調
査
で

は
糖
尿
病
で
な
い
人
の
2.6
倍
生

じ
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
糖
尿
病
の
人
が
歯
を

失
う
一
番
の
原
因
は
、
歯
周
病

な
の
で
す
。

■
歯
周
病
の
影
響

　

歯
周
病
は
歯
を
失
う
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
周
病
は
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
悪
く
し
ま

す
。

　

歯
周
病
が
糖
尿
病
を
引
き
起

こ
し
、
悪
く
す
る
と
い
う
報
告

も
多
数
存
在
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

の
発
症
の
危
険
を
高
め
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は

　

歯
周
病
は
症
状
が
少
な
い
た

め
、
悪
化
し
た
段
階
に
な
っ
て

初
め
て
自
覚
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

　

予
防
と
し
て
は
、

①
糖
尿
病
の
人
は
、
血
糖
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
良
好
に
す
る

②
歯
に
良
い
食
事
を
す
る

　
（
繊
維
性
食
物
や
硬
い
食
物

を
進
ん
で
摂
取
す
る
。
砂
糖

入
り
の
甘
い
コ
ー
ヒ
ー
は
厳

禁
で
す
）

③
口
腔
衛
生
に
気
を
つ
け
る

④
歯
科
へ
の
定
期
受
診

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
健
康
な
習
慣
と

と
も
に
、
歯
周
病
へ
対
す
る
配

慮
も
お
忘
れ
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

健康ファミリー
保健センターだより

保健センター☎（２４６）１６１１

糖尿病と
歯周病

34

中間市立病院内科

鳥本圭一医師

6.7

12.4

13.0

13.918.8

12.2

13.2

5.8
4.0

ない
小さめの歯ブラシを使う
時間をかけて磨く
デンタルフロスや
歯間ブラシを使う
歯の付け根を
みがくようにしている
ときどき歯石を
取ってもらう
軽い力でみがく
ようにしている
ときどき自分で
歯や歯ぐきを観察する
そのほか・無回答

（％）

「歯の健康のために心がけていることは」
～歯周病健診に関するアンケートから～
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私
の
ク
ラ
ス
で
は
、「
い
じ
め
」

が
あ
り
ま
し
た
。
い
じ
め
の

き
っ
か
け
は
、
仲
の
良
い
二
人
組
の

友
だ
ち
が
い
ま
し
た
。
そ
の
二
人
組

の
友
だ
ち
に
向
か
っ
て
、
あ
る
一
人

の
友
だ
ち
が
「
あ
れ
っ
て
仲
が
良
い

風
に
見
え
る
け
ど
、
た
だ
友
だ
ち
ご

っ
こ
を
し
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
」

と
言
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
人
組
の
友

だ
ち
が
怒
り
け
ん
か
に
な
り
ま
し

た
。
最
初
の
小
さ
な
け
ん
か
か
ら
、

や
が
て
自
分
た
ち
の
学
年
全
体
、
先

輩
た
ち
に
も
広
ま
り
大
き
な
け
ん
か

に
発
展
し
た
結
果
、
い
じ
め
に
な
り

ま
し
た
。
友
だ
ち
は
、
毎
日
の
よ
う

に
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

靴
に
対
す
る
い
た
ず
ら
、
死
ね
な
ど

の
暴
言
を
ノ
ー
ト
に
落
書
き
さ
れ
た

り
、
机
の
上
を
黒
板
消
し
の
粉
だ
ら

け
に
さ
れ
た
り
、
持
ち
物
を
男
子
便

所
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
り
、
出
席
簿

の
名
前
の
所
に
穴
を
空
け
ら
れ
た
り

と
さ
ま
ざ
ま
な
嫌
が
ら
せ
を
受
け
、

友
だ
ち
は
学
校
に
来
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

私
は
、
そ
の
「
い
じ
め
」
を
止
め

よ
う
と
も
せ
ず
た
だ
毎
日
客
観
的

に
、
一
人
の
傍
観
者
と
し
て
、
じ
っ

と
見
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
何
を
す

る
の
で
も
な
く
。
何
を
言
う
の
で
も

な
く
。
で
も
、
私
は
そ
の
友
だ
ち
が

来
な
く
な
っ
て
初
め
て
事
の
重
大
さ

に
気
付
き
ま
し
た
。
私
は
、
自
分
か

わ
い
さ
ゆ
え
に
自
分
を
守
る
こ
と
し

か
考
え
が
無
か
っ
た
た
め
、
い
じ
め

を
受
け
て
い
る
友
だ
ち
の
苦
し
さ
や

痛
み
も
考
え
が
な
か
っ
た
自
分
。
も

し
も
、
一
人
の
傍
観
者
と
し
て
で
は

な
く
、
い
じ
め
を
止
め
よ
う
と
す
る

一
人
の
人
間
だ
と
し
た
ら
、
友
だ
ち

が
嫌
な
思
い
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
苦
し
ま
ず
に

す
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
い
じ
め

を
し
て
い
た
人
た
ち
と
話
し
を
し
ま

し
た
。
い
じ
め
を
し
て
い
た
人
た
ち

は
「
先
に
、
友
だ
ち
ご
っ
こ
と
言
っ

て
冷
や
か
し
て
き
た
方
が
悪
い
。
あ

の
人
に
も
、
い
じ
め
ら
れ
る
原
因
は

十
分
に
あ
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
私

は
、「
確
か
に
先
に
冷
や
か
し
た
方

が
悪
い
け
ど
度
が
過
ぎ
て
る
」
と
言

い
ま
し
た
。
私
は
、
話
し
終
わ
っ
た

後
、
小
さ
い
け
ん
か
の
と
き
に
勇
気

を
出
し
て
止
め
れ
ば
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
じ
め
た
人
の
よ
う
に
直

接
に
は
手
を
出
し
て
は
い
け
な
い
け

ど
、
傍
観
者
だ
っ
た
自
分
も
、
い
じ

め
を
止
め
よ
う
と
せ
ず
、
何
を
す
る

わ
け
で
も
な
か
っ
た
見
て
見
ぬ
ふ
り

の
自
分
は
、
い
じ
め
を
し
て
い
た
人

以
上
に
、
弱
く
て
卑
怯
で
、
自
分
も

友
だ
ち
を
苦
し
め
て
い
た
ん
だ
。
い

じ
め
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

い
じ
め
を
し
て
い
る
人
に
は
、
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
人
の
苦
し
み
や
痛

み
は
分
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

と
し
た
ら
、
自
分
が
同
じ
立
場
な
ら

笑
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

苦
し
い
と
思
い
ま
す
。
心
が
痛
い
と

思
い
ま
す
。
嫌
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
、
だ
れ
か
の
ひ
と
言
で
一

人
の
勇
気
の
ひ
と
言
で
、
ど
れ
だ
け

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
に
と
っ
て
、

力
強
い
言
葉
な
の
か
、
嬉
し
い
言
葉

な
の
か
。
一
人
ひ
と
り
の
勇
気
が
大

切
な
の
で
す
。
自
分
の
勇
気
で
、
い

じ
め
に
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
の
で

す
。
自
分
の
勇
気
で
友
だ
ち
を
助
け

ら
れ
る
の
で
す
。
私
は
そ
う
思
い
ま

し
た
。

「一人の勇気で」
小林　和さん

（中間北中学校２年）

平成21年度小・中学校人権作文から

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

友だちに　つらい思いを　させないで
�　　中間南小学校６年� 松本　あいさん
いじめはね　ひとのこころを　きずつける
�　　中間小学校４年� 安本　成美さん
わがままは　みんなをいやな　気にさせる
�　　中間小学校４年� 西小野聖弥さん

人　権　標　語

人権・みんなの幸せを願う集い
〜 講演の夕べ 〜

■ 講師プロフィール ■
　1965年福岡県北九州市生まれ。出身校の福岡県立
小倉高校および九州大学医学部では、ラグビー部の
キャプテンを務める。卒業後、九州大学第二外科、
広島日赤病院を経て、九州大学臨床大学院を卒業。
1998年に外務省に入省し、在タンザニア日本大使館
二等書記官兼医務官となり、2001年、ロンドン大学
で熱帯医学を履修する。
　2002年に在スーダン日本大使館一等書記官兼医
務官に着任するも、政情が安定せずいまだ十分な医
療施設もなくインフラも整備されていないスーダン
の現状を見て、医師として何かできないかと考え、
2005年に外務省を退職。2006年、NPO法人「ロシナ
ンテス」を立ち上げ、スーダンで医療活動を開始する。
　その姿が TBS 系列の「情熱大陸」や日本テレビ系
列の「行列のできる法律相談所」で放送され、番組
終了後に反響を呼び、一躍有名な医師として名をは
せることになる。

● 日 時　７月23日金・午後６時20分～８時
（受付は５時50分～）

● 場 所　なかまハーモニーホール

●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）３５１１

入場無料

講師　川原尚行さん

テーマ
アフリカ・スーダンで見つけた光、

その光を日本に

Topic ＆ Information

撮影：内藤順司
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Cooking
今月のおすすめ料理

❖ 

八
幡
工
業
高
等
学
校
開
放
講
座

洞
南
健
児
教
室
を
開
催

　

も
の
づ
く
り
や
パ
ソ
コ
ン
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
な
ど
に
、
私
た

ち
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

●
開
催
日
時　

７
月
29
日
木
・
午
前
10

時
～
正
午

●
開
催
場
所　

八
幡
工
業
高
等
学
校

●
講
座
名
・
定
員
・
対
象

○
電
気
ス
タ
ン
ド
製
作
…
10
人
・
ど
な
た

で
も（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

○
Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
礎
体
験
講
座
…
５

人
・
中
学
生
以
上

○
ピ
ザ
づ
く
り
教
室
…
14
人
・
ど
な
た
で

も（
小
学
生
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

　

別
、
電
話
番
号
、
希
望
講
座
名
を
記

入
の
う
え
往
復
は
が
き
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

※
保
護
者
同
伴
の
場
合
は
、
保
護
者
の

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
続
柄
も
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

７
月
21
日
水
・
当
日
消

印
有
効

●
申
込
・
問
合
先　

八
幡
工
業
高
等
学

校（
〒
806
‐
０
０
６
８
八
幡
西
区
別

所
町
１
‐
１
）

　

☎（
６
４
１
）６
６
１
１

❖ 
慢
性
疾
患
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
慢
性
疾
患
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
米
国
・
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
学
医
学
部
患
者
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
で
開
発
さ
れ
、
平
成
17
年
に
日

本
に
導
入
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

何
ら
か
の
慢
性
の
症
状
を
も
っ
た
人

が
、
そ
の
症
状
や
病
気
と
う
ま
く
付
き

合
い
、
自
分
ら
し
い
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。

　

北
九
州
で
初
の
開
催
と
な
り
ま
す
の

で
、
関
心
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

●
期
日（
全
６
回
）　

８
月
21
日
、
28
日
、

９
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

※
い
ず
れ
も
土
曜
日
で
、
１
回
の
み
や

回
を
選
ん
で
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
時

間　

午
前
10
時
～
午
後
12
時

30
分

●
場

所　

産
業
医
科
大
学
病
院

　
（
八
幡
西
区
医
生
ヶ
丘
１
‐
１
）

●
対

象　

慢
性
の
病
気
が
あ
る
人

と
、
そ
の
家
族（
ま
た
は
生
活
を
共

に
す
る
人
）

※
医
療
関
係
者
の
参
加
は
２
人
ま
で
。

●
テ
ー
マ　

○
自
分
の
感
情
に
対
処
す
る
こ
と

○
日
常
的
に
体
を
動
か
す
こ
と

○
く
す
り
を
適
正
に
使
用
す
る
こ
と

○
家
族
や
医
師
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と

○
適
切
な
食
事
と
栄
養
を
と
る
こ
と

○
治
療
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

●
定

員　

16
人（
先
着
順
）

●
受
講
料　

３
、０
０
０
円

　
（
全
６
回
分
、
参
考
書
代
込
み
）

●
申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

慢
性
疾
患
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

　

☎
０
３（
５
４
４
９
）２
３
１
７

❖ 

平
和
通
り
商
業
組
合

商
店
街
川
柳
を
募
集

　　

商
店
街
に
ま
つ
わ
る
川
柳
や
商
店
街

の
思
い
出
、
笑
え
る
川
柳
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。

　

優
秀
作
品
に
は
賞
品
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ふ
る
っ
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

８
月
10
日
火
ま
で

●
応
募
場
所　

た
つ
み
や
衣
料
品
店
横

　
（
中
間
四
丁
目
５
‐
３
）

※
応
募
用
紙
は
、
平
和
通
り
商
業
組
合

加
盟
店
の
店
頭
や
中
間
商
工
会
議
所
に

置
い
て
い
ま
す
。

●
展
示
期
日　

８
月
15
日
日

●
展
示
場
所　

コ
ス
モ
ス
眼
科
駐
車
場

　
（
中
間
三
丁
目
１
‐
13
）

●
賞

品　

最
優
秀
作
品
に
は
「
元

気
な
風
商
品
券
」
を
１
冊（
１
１
、０

　

０
０
円
分
）プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
店
舗
賞
な
ど
を
用
意
し

て
い
ま
す

●
問
合
先　

岡
部
携
帯

　

☎
０
９
０（
８
９
１
０
）７
９
５
６



豆知識！役

に立つ
ポリバケツに小さな穴や亀裂ができたら、熱した火ばしを穴に当てると、周りが溶け
てふさがる

の
みんな

このページは、みなさんでつくる
コーナーです。イラストやマンガ、
エッセイ、お知らせなどをお待ち
しています。はがきで広報広聴係
までご連絡ください。

ひろば

作り方
①�キャベツは千切りにする。
えのきだけは、さっと洗っ
て根を除き、長さを３等分
に切って茹でる。生しいた
けは焼き網で焼き、千切り
にする
②�レモンの薄切りは皮を取り、
いちょう切りにする。ロー
スハムは半分に切って、千
切りにする
③�ボウルに①と②を入れ、Ａ
をかけてあえる

キャベツの
レモンあえ

キャベツ…200㌘、えのきだけ
…100㌘、生しいたけ…２枚、
ロースハム…３枚、レモン（薄
切り）…２枚、Ａ（塩…小さじ１／
３、しょうゆ…小さじ１／２、レ
モン汁…小さじ１）

材　料（４人分）

中間市食生活改善推進会（緑の会）
エネルギー40㎉　食塩 0.9ℊ
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●日 時　７月24日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　ほっとブックなかま

●おはなし会●

●今月のおすすめ図書●

プロ野球（80年代）大事典
白夜書房

　プロ野球が燃え上がった30年前
に、すべての「原点」があった！巨
人Ｖ９時代が終わり、新時代を迎
えた1980年代のプロ野球を100の
テーマで振り返る。

徳田さんちはおばけの一家
ねじめ正一・作　武田美穂・絵
　おばけの徳田家は、血のつなが
っていない寄せ集めの家族。ある
日、徳田家のみんなが働く、浅草
おばけ屋敷が閉館し、わんにゃん
天国という施設ができると聞く。
だが、わんにゃん天国にいる犬や
猫の様子がおかしいと知り…。

～ 市民図書館だより ～

　●問合先　市民図書館☎（２４５）４６６４

▶最近、地域の活性化のため各地で様々なイベントが催されて
いる。中間市内でも７月１日から地域振興券「元気な風商品券」
の販売が始まった。昨年と同様に売れ行き好調の様子。7000冊
の限定販売、ご購入はお早めに！。また、９月には市内飲食店
３店舗をまわる「はしご酒大会」も実施されるようで、さらな
る活気が中間市にみなぎることを期待したい。�����������������������（新）

編集
後記

平成 15 年５月 31 日生（小田ヶ浦二丁目）

　おしゃべり大好きなみゆ
うちゃん。
　いつも弟と妹の面倒を見
てくれてありがとう。

中
な か む ら

村 美
み ゆ う

結 ちゃん
平成 21 年６月 24 日生（桜台二丁目）

　いつもニコニコ笑顔の桜音
ちゃん。桜音ちゃんの笑顔に
パパもママもニコニコになる
よ。心の優しい子に育ってね。

武
た け だ

田 桜
お と

音 ちゃん

今年は

国民読書年

❖ 

が
ん
ば
れ
岡
垣
は
し
ご
酒
ま
つ
り

　

４
人
１
組
で
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
に
記
載

し
て
あ
る
４
つ
の
飲
食
店
を
２
時
間
か

け
て
回
り
ま
す
。
各
飲
食
店
で
も
ら
え

る
ス
タ
ン
プ
を
４
つ
集
め
た
人
に
は
、

抽
選
で
空
く
じ
な
し
の
豪
華
賞
品
が
当

た
る
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
期

日　

７
月
30
日
金

●
時

間　

午
後
７
時
～
９
時

　
（
受
付
は
６
時
～
）

※
午
後
９
時
～
９
時
30
に
抽
選
会
を
行

い
ま
す
。

●
場

所　

岡
垣
町
商
工
会
駐
車
場

　
（
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
前
）

●
問
合
先　

岡
垣
町
は
し
ご
酒
ま
つ

り
実
行
委
員
会
今
村
携
帯

　

☎
０
８
０（
２
７
０
０
）３
０
０
１　

❖ 

福
岡
県
立
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
期

日　

７
月
28
日
水
、
８
月
４

日
水

●
時

間　

午
前
10
時
～
正
午（
受

付
は
９
時
30
分
～
10
時
）

●
場

所　

福
岡
県
立
戸
畑
高
等
技

術
専
門
校（
戸
畑
区
東
大
谷
二
丁
目

１
‐
１
）

●
問
合
先　

福
岡
県
立
戸
畑
高
等
技

術
専
門
校

　

☎（
８
８
２
）４
３
０
６

　私はスーパーに買い物に行くとき、図書館の裏
通りを自転車で通る。一番の楽しみはその道の横
を流れる川で暮らす、「カモの夫婦」をのぞき見す
ること。
　あれはいつのころかしら、川で泳ぐカモの夫婦
はいつも寄り添い仲良し。その姿のなんとかわい
いこと。上がったり下がったり、ときどき草むら
に座って一休みし、羽根をブルブルと動かし始め
る。この前は、川の中の大きな石に亀や鳩も止まり、
青空の下で会議があっているように大集合。
　私もときどき孫息子を連れて餌やりに行く。小さ
くちぎったパンが好物のようだ。孫息子もカモの夫
婦が大好きで、よく見かける人たちがそれぞれに餌
をやっていて、「心がいやされる」と口々に言われ
人気者。今風に言うとアイドル。願わくば卵を産ん
で、かわいいい子どもを育ててほしいなあ。
　そんな自分勝手なことを考えながら、今日も自
転車を止め見入ってしまう。二羽のカモさん、い
つまでも元気でいてね。

中央三丁目　篠田弘子さん

広報担当者にお手紙が届きました

二羽のカモ
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土
手
ノ
内
一
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目	

吉　
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廣
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り
追
い
か
け
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も
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時
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ほ
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比
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倍　
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台
二
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も
ぎ
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長
津
二
丁
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井　

倭　

枝

川
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小
崎
国
雄
　選

扌
北
村
三
代
子
さ
ん
（
上
底
井
野
）・
作

■ 「広報なかま」の配布は発行日から開始します。みなさんのお手元に３日以内でお届けできるようにしています

短

　歌

立
花

　勲

　選

中
間
市
短
歌
会

６月 24 日に底井野小学校の５年生が農業体験の一環として行った田植えの
様子。泥だらけになりながら、苗を一つひとつ丁寧に植えました。稲刈り体
験を行う秋には、立派な稲が実るといいですね。

表紙
説明


